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	 Pb や Bi の 6p電子はスピン・軌道結合が大きく，質量補正を含めた相対論効果が
無視できない．最近の Bi 単体や Bi を含んだディラック半金属と呼ばれる化合物の
研究が注目される． 
	 本発表は，まず少数キャリア系でない普通の金属間化合物で，Bi を含むと何か特
異なことが起こるのかという素朴な疑問から出発し，立方晶キラル構造のウルマナ

イト化合物のフェルミ面について報告する[1-3]．実験は，フェルミ面の極値断面積
やサイクロトロン質量を決定するドハース・ファンアルフェン(dHvA)振動の検出で，
その結果をエネルギーバンド計算結果と対比した．キラル構造の結晶反転対称性の

破れを反映して，フェルミ面は 2つに分裂する．NiSbSでの主要フェルミ面(αとα’
ブランチ)の分裂のエネルギーは 220 K と決定され，PdBiSe ではその分裂が 1050 K 
と大きい．PdBiSe のフェルミ面の分裂の大きさを理解するには，Bi-6p 電子の大き
なスピン・軌道結合以外に，相対論効果としての質量補正を取り入れることが重要

である．なお，このウルマナイト化合物の結晶構造はスキルミオンとして知られる

MnSiと同じ空間群に属し，磁性体の EuPtSiでも同様な磁気構造が見出されている[3, 
4]． 
	 次に，NaCl 型の立方晶で縮退半導体 PbTe, PbS の少数キャリア系に興味を持ち，
dHvA，ホール効果，磁気抵抗等の測定を通して研究した．これまでの研究から，こ
れらの化合物は fcc ブリルアンゾーンの L 点で，ディラック型のエネルギー分散を
持つことが指摘されている[5]．本研究では，PbTe の単結晶はブリッジマン法で育成
し，PbS はトランスポート法による．両方ともキャリアは電子で，フェルミ面は，
fccブリルアンゾーンの L 点に位置し，そのフェルミ面の占有率は 0.007 %と極めて
小さいことが，dHvA 振動数の角度依存性から明らかにした．PbTe のフェルミ面は
ΓL方向に伸びた回転楕円体をΓL方向に少しつぶした形状で，PbSでは更につぶれ
てほとんど球状に近い．50 T までの磁気抵抗を測定したが，磁場に対して直線的に
増大する磁気抵抗であった． 
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